
横浜市営地下鉄４号線(ｸﾞﾘｰﾝﾗｲﾝ)の開通を祝う

港北ニュータウン建設事業を推進してきた人々にとって平成 20 年(2008)3
月 30 日の横浜市営地下鉄４号線開通は、港北ニュータウン建設における最
後の基幹事業完成と認識しており、開通を祝う式典は地元有志が実行委員会

を設置し多くの人々の賛同､参加を得て盛大に実施されました。

その式典当日の参加者にお配りした下記の記念冊子及び式典会場の写真を

電子文書化し、記録として保存することといたしました。

１ 祝う 市営地下鉄グリーンライン開通記念式典 横浜開港１５０年記念式典

２ 祝う グリーンライン北山田駅開通記念イベント・桜まつり

３ 港北ニュータウンの歩み

４ 祝う 地下鉄４号線開通記念マップ

５ 都筑の足跡 横浜開港１５０周年記念 横浜市営地下鉄４号線開通記念

(別途電子文書化資料作成)

６ 写真で見る 都筑の景観５０

(別途電子文書化資料作成)

７ 式典会場写真

８ 祝四号線実行委員会事業報告

2012年 01月 06日
港北ニュータウン記念協会作成





祝 市営地下鉄グリーンライン開通記念式典

横浜開港 15③ 周年記念式典
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市営地下鉄 4号線開通記念イベント実行委員会



市営地下鉄 4号線開通記念祝典次第

日時 : 平成 20年 3月 29日 (土 )

午後 1時 ～ 3時
場所 :1ヒ 山田駅前イベン ト会場

1.第一部 記念式典 (PMlЮO～PM2:00)

(1) 開会のことば
実行委員会事務局

(2) 主催者挨拶
実行委員会委員長
実行委員会名誉会長

(3) 来賓祝辞
① 都筑区長
② 都筑連合町内会自治会長
③ 都市再生機構住宅用地販売部長
④ 横浜市交通局局長

(4) 記念樹植樹式

(5) 閉
婁君裏貿(1委 員長

2.第二部 祝賀会  (PM2Ю O～PM3ЮO)

(1) 開会のことば
実行委員会副委員長

(2)挨  拶
①実行委員会名誉副会長
②前横浜市副市長

(3) 鏡割り

(4) 乾 杯
欄横浜都市みらい代表取締役

(5) 余 興
①南山田町会囃子部 囃子・獅子舞
②北山田踊り会   カッポレ踊り
③木田林孝昇『木田流』津軽三味線

(6) 閉会のことば
第一委員会委員長



お 礼 状

早春の息吹きを感 じる年度末、公私ご多用中、中川地区同志会主催の

横浜市営地下鉄 4号線開通祝賀会・横浜開港 150周年記念に御出席賜

り厚 く御礼申し上げます。

港北ニュータウンの用地買収、開発が開始され約 40年の歳月が流れ、

区画整理事業の約束でございました横浜市営地下鉄 4号線が明日開通さ

れます。これによって第一地区 0第二地区が同一で理想的な環境整備が

漸く収束と成 りました。

横浜市・都市再生機構・同志会の歩みは決 して速かったとは申せませ

んが、素晴らしい港北ニュータウンの未来が開けて参 りました。これも

本 日ご出席頂きました方々のご支援・ご指導の賜であり心より御礼申し

上げる次第であります。

お招き致しましても、ささやかな宴で失礼致 しましたが、皆様の元気

なお姿に接 し大変嬉 しく又満ち足 りて居 ります。

御出席の感謝のお礼と今後のご指導ご鞭撻の程役員一同宜しくお願い

し紙上にて失礼ですが、お礼のご挨拶とさせて頂きます。

「ご芳志頂きました方々には重ねて厚く御礼申し上げます」

平成 20年 3月 29日
祝典・祝賀会実行委員長

中川地区同志会 祝賀会

男全冨雄

役員一同



市営地下鉄 4号線記念式典協賛各社

『 記念品について 』

お手元にお渡しさせて頂きました記念品は都筑区内に

進出され盛業中の企業からご恵贈いただきました。

協賛各社         順不動 協 賛 品

アオキインターナショナリレ

山崎製バン株式会社

横浜農業協同組合

横浜銀行

横浜信用金庫

株式会社横浜都市みらい

有限会社吉野市作商店

様

様

様

様

様

様

様

手続ヨずバ ック

ランチパ ック

花の苗

タオル

ボールペン

樽 酒

日本酒
ワイン

(300個 )

(1000 個 )

(300 鉢 )

(300 本 )

(350 本 )

刺
刺

６

６

尚、祝宴会場のテン ト及びテーブル等のセ ットは

(株)阪急 様にご提供頂きました。

実行委員会から

生活対策協会から

鉄道マップ

写真集



市営地下鉄4号線開通記念イベント実行委員会名簿
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グII―ンライン北山田駅
イベント・桜す

0

^     自転車置き場開設テープカツト

愛称「さ<ら」時計台の除幕式

漑山田富士公園内 :歌謡演舞・ミニ Sし・あ釈迦様

模擬店 0フ リーマーケツト

隋主催 :北山田商業振興会
港北ニュータウン中川地区同志会北山田支部

北山田町内会 0南山田町内会 0ずみれが丘町内会

グ
リ
ー
ン
ラ
イ
ン

北
山
田
駅
開
通

聰北山田駅前広場 :北・南ゲートテープカツト



争砲

闘賢司

窮琵察ロコ善人やmh－⊃む



ご挨 拶

「祝グリーンライン北山田駅開通・桜まつり」にご来場を頂き有り難うございます。
北山田駅の開通は港北ニュータウン開発事業に参画した地域住民にとって、40年間もの長きに亘る
念願でした。花咲<良き日にめでた<開通日を迎えることができ、感慨無量です。
地下鉄の建設にご尽力頂いた関係者の皆皮様に心より感謝申し上げます。
記念すべき開通日に、地域を挙げてお祝いしようとプログラムも、沢山用意 しました。出演者も一同
張り切 つております。花咲<一日、お楽しみ頂ければ幸いです。
住んでいる人、訪れる人、誰もが心安らぐ、心の通い合う、

心やさしい明るい「オアシスタウン」になるよう誓い合いたいと思います。

平成 20年 3月 29日 北山田商業振興会 会長 大嶋 珪治

☆ ご協 賛 有 り難 う ござ い ま した 。 (順不 同 )

(卜式 会 社  光 電 荘 )缶 鴎プ」レ鮨定管理者シンコースポーの

C罰肩研覇薔彗
「

福面耐百両面ぅ 0松建設株式会社 横浜支0(罰 遜下蔦蒲再蔦聡 (=亜簾亜亜≡憂 D

(割烹・甘味つくし )

0-ケー北山田⇒ ●スキンゴL山田支⑮

∈ 亜 亜 亜 D     舎 浜農業協同組合Jヒ 山田支⇒

( 飯 塚  正 吉  )( 織 茂  安 二  )( 小 山  喜 治  D

( 飯 塚 洋 勝  )鐘 限 会 社 か ま
」 (習 田 銘 木 建 材 )(正 亜 菱 ≡ 雇 通 D

∈ 藍 ≡ 亜 亜 ≡ ≡ E)0限 会 社 由 地 営 ⇒ ∈ 面 又 覇 百 両 下 耽 )● 限 会 社 石 井 企 じ

(有 限 会 社  創 基 )唖 憂
会社 みつや不動DO式 会社 サウンド・工D( 1ヽ 泉 時雄  )

0限 会社 吉野市作商⇒ ←鰍 人社団すまいる会ひぐち歯紳慟D

鮭 ■ 盗 費 堂 型 う Ontta whkげネラウインの C織 茂 園 ID ⑬ 孫 育サービス 蔦蔭D

Oリ エンタル ダイナ⇒ (横 浜 市 交 通 局 )∈ 亜
ビッグヨーサン灘 NTD「 而 薄 葛 直 面 ⊃

G限会社 クオリティサービ
不サプラ0(ォ ー タ 北 山 田 店 )(咲 花 伊 (SAKAI》

( 男全 芳明 )∈
~琵

預耳轟≡
~⊃

⊂亜理蔓I憂五三》
(1妻亜≡EIIEttI妻壼壼三) o庭 処マディーストーン 中島顕) (今 SA港 Jヒ NT都 筑 )

0-エヌデ撒 諦 有吋 つ 0呼 す争 4カ浮 雫5辱D(卜 浜 北 山 田 垂Б便 ⇒

(卜式 会 社  唐 戸 興 ⇒ ← 限会社 菊屋 寝等 ⇒ ∈ 面 TAYAすみや版 加 碕

像療法人社団すまいる会北やまた歯棚コD

唖画 亜 亜 D ⑬� 亜 憂 捗 各友物産 株式会→

魯 浜 銀 行 Jヒ 山 田 支
つ
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昭和40年～昭和51年

昭和40年 2月

昭和41年7月 ～

日召禾口42年 6月

昭和44年5月 ～

昭和44年 5月

昭和47年 8月

昭和49年 8月

日召不口50年2月

昭和50年11月

昭和51年3月

昭和51年11月

:道路の建設                明
和51年港北ニュータウン開発対策協議会第6回総会
(港北ニュータウン事業推進連絡協議会第1回総会)

主 な 出 来 事

港北ニュータウン建設事業、高速鉄道建設事業など横浜市の「6大事業」が発表されました。

横浜市、日本住宅公団 (現都市再生機構)による港北ニュータウン計画についての地元説
明が始まりました。GL開発の防止、都市農業の確立、市民参加の街づくりの三つの基本理

念が掲げられました)

地元としてニュータウン開発について話し合い、態度をきめるため、中川、都田、山内、新田

の4地区代表による「港北ニュータウン開発対策協議会」が発足しました。

公団による用地買収が始まり、356haの買収が行われました。

「土地区画整理事業を施行する区域」などが都市計画決定されました。

地元が自らの問題として区画整理や税制などの研究をする「港北ニュータウン建設研究

会」が発足しました。

土地区画整理事業の事業計画が建設大臣の認可を受け、造成工事が始まりました。

土地区画整理審議会が発足しました。(委員数は第1、 第2地区とも30名でした)

公団が造成工事の概成時期を55年から62年に延伸するスケジュールの見直しを発表しま
した。

地元は猛反発し、中川地区は翌年の1月 から2月 にかけ市、公団に一大抗議行動を展開しま
した。(54年 6月 に62年概成スケジュールは合意されました)

センター用地など「特別な用地」への換地希望者の申し出調査が始まりました。

事業の推進を図るため「対策協議会」を改組し、地元、市、公団の3者で構成する「港北ニュ
ータウン事業推進連絡協議会」が発足しました。

昭和46年中川住民協議会設立総会 昭和51年1月 スケジュール延伸に対する抗議集会

仮設道路の建設



昭和52年～昭和59年

昭和54年 頃 造成工事の模様
(新横浜元石川線と中山北山田線との交差点付近)

年 月

昭和52年 10月

昭和54年 3月

昭和54年 7月

昭和58年 3月

昭和58年 6月

昭和58年 8月

昭和59年 7月

主 な 出 来 事

第2地区で仮換地の供覧が始まりました。(第1区は昭和53年 2月 )

早が1川ほかの河川改修工事が完了しました。これによって、造成工事が本格的に行える
ようになりました。

推進協議会にバス、地下鉄などの交通に関わることを検討する「交通問題委員会」が設
置されました。

第2地 区の荏田地区約100haで、工事着手以来7年余を経て最初の供用開始が行われま
した。

第2地区を東西に貫通する新横浜元石川線が開通しました。

荏田地区で集合住宅の入居が始まりました。入居に合わせ、小、中学校の開校、近隣セン
ターの店舗がオープンし“街びらき"が行われました。

地下鉄3号線の早期実現に向け、地下鉄の構造を地下から高架に変更することとなりま
した。

昭和58年6月 新横浜元石川線開通

みずきが丘団地

昭和59年頃の荏田地区の様子 荏田近隣センター



昭和60年～平成4年

11轟難懇:|||

昭和60年7月

昭和61年 3月

昭和62年 2月

平成2年 3月

平成2年 8月

平成3年 6月

:響

平成3年頃の造成工事の様子 (南 山田、北山田付近) 平成3年 タウンセンター開発推進協議会

主 な 出 来 事

土地利用の見直しと利用促進を検討するため、推進協議会に「土地利用特別委員会」が

設置されました。

港北ニュータウンを住宅中心の“ベットタウン"から住み、働き、学び、憩う「多機能複合都

市」へと転換することが決まりました。

地下鉄3号線の新横浜～あざみ野間の工事が始まりました。

第1地 区の中川駅周辺で、集合住宅の入居に合わせ、小、中学校が開校し峰テびらき"が行

われました。

第1地区の骨格である日吉元石川線が開通しました。

タウンセンターの建設促進と開発ルールを検討するため、「タウンセンター開発推進協議

会」が発足しました。

ヽ

平成2年 日吉元石川線開通式典

平成2年頃地下鉄3号線工事 (タウンセンター)

リコー (研究所)



横浜市営地下鉄3号線開通式

,1

平成5年～平成9年

主 な 出 来 事

地下鉄3号線―ブルーラインーの新横浜～あざみ野間が開通しました。ニュータウン内に
は4駅が開業し、横浜を南北に縦断する動脈が完成しました。

行政区の再編が行われ、港北ニュータウンはそれまでの港北区、緑区から分区され、あら

たに賭『筑区」が誕生しました。

横浜市歴史博物館がオープンしました。

都筑区総合庁舎が完成し、業務を開始しました。

第三京浜道路の「都筑インター」が開設され、ニュータウンヘの直接乗り入れが可能にな
りました。

タウンセンターの―体化に向けた「港北中央地区土地区画整理事業」の事業計画が認可
になりました。

第1、 第2地区の基盤整備が完了し、認可以来22年を経て土地区画整理事業が換地処分
を迎えました。

港北ニュータウン事業推進連絡協議会第11回総会が開かれ、ニュータウンの更なる発展
を決議して協議会を解散しました。

第1、 第2地 区土地区画整理事業の竣工式が多くの関係者の出席のもと催されました。

年 月

平成5年 3月

平成6年 11月

平成7年 1月

平成7年 4月

平成7年 4月

平成8年 2月

平成8年 9月

平成8年 11月

平成9年 3月

プロムナードイ中町台

都筑区総合庁舎 港北ニュータウン竣工式

者5筑インター
横浜市歴史博物館



平成10年～平成19年

年 月

平成10年 4月

平成10年 4月

平成10年 7月

平成12年 3月

平成13年11月

平成17年 6月

平成19年 4月

平成19年 7月

主 な 出 来 事

第2地区タウンセンターに「港北東急百貨店ショッピングセンター」がオープンしました。

センターヨヒ駅に「ショッピングタウンあいたい」がオープンしました。

第1地区の山田地区に夏季国体の水泳競技場となる「横浜国際プールウォーターアリー
ナ」がオープンしました。

第1地区タウンセンターに賭F筑阪急・モザイクモール港北」がオープンしました。

地下鉄4号線日吉～中山間の工事が始まりました。

港北中央地区の基盤整備が完了し、換地処分を迎えました。

第1地 区タウンセンターに「ノースポート・モール」がオープンしました。

中央地区の共同利用街区に温浴施設を持つ「MINAMO(みなも)」 がオープンしました。

港北東急ショッピングセンター ショッピングタウンあいたい

横浜国際プール 都筑阪急・モザイクモール港北

ノースポート・モール MINAMO(み なも)
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お祭り 言と今

昭和33年頃山田神社大祭

昭和30年 頃茅ヶ崎杉山神社の祭礼

港北ニュータウンまつり(第 1回 )

区民祭

平成19年タウンセンター祭

区 民 祭

区 民 祭



そして…平成20年3月30日
地下鉄4号線―グリーンラインー開通。

4号線工事 (北 山田駅) 開業間近の北山田駅

車両運搬

開業間近の都筑ら、れあいの丘駅

グリーンライン習熟運転

グリーンライン

恣 岬

平成20年3月

地下鉄4号線グリーンラインの開通を祝う会

資料提供 横浜市 都市整備局、交通局

都市再生機構 東日本支社

発行協力 株式会社横浜都市みらい
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⑤横浜市歴史博物館
0歳勝土遺跡
0歩道橋と観覧車
0区役所通り (夜景)

0セ ンター北駅

0港北ニュータウンまちづくり館
②センター南駅前
0セ ンター南駅
④センター南駅スキップ広場



①港北ニュータウンまちづくり館
②センター南駅前
0セ ンター南駅
④センター南駅スキップ広場

『

守

ｔ
武
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0横浜市歴史博物館
0歳勝土遺跡
0歩道橋と観覧車
0区役所通り (夜景)

0セ ンター北駅



こんなに優翠暇‡こなり議す
グリーンラインの開業で、横浜市北部エリアを主とする首都圏西南部の

鉄道ネットワークが充実します。

◎港北ニュータウン地区内に 2つの鉄道が通り、横浜や東京都心への

移動経路が広がります。

◎港北ニュータウンセンター地区と中山や日吉が約10分で、全線が約

21分で結ばれます。

◎新たに駅ができる地域では、交通の利便性や確実性が向上します。

◎移動時間の短縮により、市民生活にゆとりが生まれます。

池袋瘍
爽畿は下は母鸞儘薇

※駿⑩08年 6薦 蠅業予定

※盆◎爾2年廣直通予定
新宿三丁目蝙

八王子

相模原
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簾騒涸露纏
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,|●■1市営地下鉄
|(|グリーンライン)

晰境政薔効果
◎環境に優 しい鉄道の整備で、沿線や地球環

境の改善が期待されます。

窒素酸化物や二酸化炭素などの排出量肖」減

により、環境負荷が軽減されます。

輸送機関別に見た二酸化炭素排出原単位
(1人をlkm運ぶのに排出するC02の比較)

自家用

自動車

乗合バス

地下鉄

※「平成12年度版環境自書」による数値

※開業 平成20年 3月 30日



式典会場写真

男全 冨雄 主催者挨拶

祝典・祝賀会実行委員会委員長 金子 保 主催者挨拶

(大嶋 珪治 事務局長) 祝典・祝賀会実行委員会名誉会長

来賓挨拶 大槻 哲夫 都筑区長 来賓挨拶 栗原 靖 都筑連合町内会自治会長





記念植樹 北山田駅

祝賀会

閉会挨拶 栗原 毅 実行委員会副委員長





H20. 5. 12

祝四号線実行委員会事業報告

港北NT建設事業40年の念願、横浜市営地下鉄4号線 (グ リーンライン)めでたく開
通 (H20.3.29(土 ))し ました。

記念すべき開通日「地域を挙げてお祝いしょう」と港北NT中川同志会 (記念委員会 )

の支援を受け、同志会山田3支部 (南・北 。東)が発起人となり準備会を発足 関連駅同

志会 (牛・中)都筑区連合町会 (山 田3町・関連駅町内会・都筑区商店街連合会 (北 山田

商業振興会・関連駅振興会))代表者で組織を構成 し「祝 4号線実行委員会」を設立 (18.
4.27)し た。

実行委員会組織を役員会 (全体計画作成・調整)委員会 (1～ 4委員会イベン ト計画起

案)会議は、分科会・正副委員長会・全体会 イベン ト計画実践に向け2年間に亘 り協議

を重ねてきました。

肝心要の地下鉄の開業日定まらず (H19年度の開通日は?)横浜市より待望の発表 (H

20.1.7)が ありました。開業日は (H20.3.30(日 ))と 聞き安堵 した。のも

つかの間、あと2ヶ 月余リイベント開催日に向け拍車がかかりました。

記念すべき開通日、桜も満開、お花見日和の快晴「祝市営地下鉄 4号線開通記念、式典・

祝賀会」は (H20.3.29(土 ))会場は北山田駅前広場イベント会場で開催された。

第一委員会 (記念式典、記念植樹式)第二委員会 (祝賀会・演舞演奏会)と 綿密な計画

のもとに実行 して頂き同志会会員をはじめ 地下鉄開業にご尽力を頂いた関係各庁をはじ

め、各種団体・企業団体の代表等多数の出席を頂きました。ご来賓の祝辞、懇談を通 し

40年の長きに亘る幾多の苦難を経ての開通、喜びと感訪1の 気持ちでいつぱいでした。

第二委員会は沿線各駅のイベント開催となりました。関連駅の 商業振興会 (商店街)・

同志会・町内会と各種団体等共催で駅広場、公園を会場としてダンス・パ レー ド・バン ド

演奏・歌謡演舞・模擬店・フリーマーケット等地域交流深まりました。将来の街おこし ら、

る里づくりにとご努力頂きました。

第四委員会は、「祝地下鉄開通記念マップ」を5, 000部作成 して、各方面に配布 しま

した。 (同志会・関係各庁・商業振興会・イベン ト会場・関連駅等)

マップは港北 NT関連駅 4駅 (東 山田、北山田、センター北、センタT南)名 所、史跡、

施設等の紹介で将来地域外の人達がグリーンラインを利用 して訪れる事を願つての街おこ

し、活性化に向けた取 り組みでした。

又非営利法人港北NT記念協会より写真で見る「つづきの景観 50選」を記念事業とし

て発行 して頂きました。

理想として掲げた港北NT街づくり「誰もが住みたくなる街」が熟成していく姿が伺えま

す。合わせて街おこしにつなげたい
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